大石オペラLPコレクションの紹介

当コレクションは、英文学者である大石健太郎氏が、ご自身で収集されたオペラ・オペレッタのLPレコード（総数734タイトル、枚数にして1348枚からなる）を早稲田大学演劇博物館に寄贈して下さったものです。

このコレクションの特徴は、いわゆる「名曲」や「有名作曲家」を集めたものではないところにあります。たとえばドイツ語圏では、マルシュナーやロルツィングなど、ヴァーグナーの影に隠れてしまったロマン主義オペラ、世紀末に花開いたベルリン及びウィーンオペレッタの知られざる名曲、英語圏ではサリヴァンのオペレッタ多数、フランス語圏ではオッフェンバックとその後継者の作品を中心とした、1850年から80年代頃の珍しい初期オペレッタなど貴重な作品、名盤が含まれています。まさにオペラ・マニアや研究者にとっての宝庫ともいえるでしょう。

今回は、研究者対象の限定公開を前に、当コレクションについてその魅力と研究素材としての可能性について報告します。

